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昭
和
八
年
三
月
三
日
の
地
震
に
伴
ふ
大
津
浪
の
跡
を
踏
杢
ず
る
際
、
各

所
に
於
い
て
共
の
地
の
老
人
は
自
家
の
浸
水
の
高
さ
よ
り
し
て
、
今
回
の

津
浪
が
明
治
二
十
九
年
の
も
の
に
比
し
て
高
き
と
'
と
を
詮
言
せ
り
。
然
る

に
著
者
の
測
定
し
た
浪
の
高
さ
を
明
治
二
十
九
年
の
津
浪
に
就
き
伊
木
常

誠
氏
の
測
定
し
た
値
に
比
較
す
る
に
殆
ん
ど
同
一
た
る
場
合
が
多
い
、
然

れ
ば
以
上
三
者
の
測
定
値
が
正
確
た
り
と
す
れ
ば
家
屋
の
浸
水
の
差
は
土

地
の
沈
降
に
依
る
も
の
ん
」
考
へ
ざ
る
を
得
友
い
。
叉
本
吉
郡
十
三
演
村
大

指
の
遠
藤
氏
の
語
る
庭
に
依
れ
ば
寸
先
代
の
屋
敷
地
は
此
庭
一
で
あ
っ
た
が

斯
く
の
如
く
波
打
ち
ぎ
わ
と
な
っ
て
居
る
の
は
正
に
此
の
敷
地
の
岩
石
が

沈
降
し
た
の
で
昔
日
は
も
っ
ξ
高
か
っ
た
の
だ
主
老
人
達
は
言
っ
て
居

な
る
阿
武
隅
山
脈
主
連
友
り
、
外
帯
山
涙
を
な
し
居
た
る
も
の
た
り
し
も

仙
裏
湾
の
陥
淡
に
よ
り
て
共
の
交
渉
を
断
た
れ
た
る
も
の
な
り
ん
」
い
ふ
。

而
し
て
北
上
山
脈
の
南
端
の
山
脊
は
此
の
洗
降
に
よ
り
水
準
面
を
高
め
、

海
水
は
深
く
谷
に
浸
入
し
、
此
の
際
山
殺
の
支
脈
多
き
た
め
多
く
の
湾
を

形
成
せ
り
之
牡
鹿
半
島
の
成
凶
に
し
て
今
日
倫
共
の
沈
降
が
縫
綬
し
つ
L

あ
り
や
否
や
が
問
題
で
あ
る
。

今
同
著
者
の
測
定
せ
る
津
浪
の
高
さ
、
明
治
二
十
九
年
の
浮
浪
に
つ
き

伊
木
常
誠
氏
の
測
定
せ
る
も
の
、
夫
れ
等
の
差
及
び
各
地
に
於
け
る
家
屋

の
浸
水
の
高
さ
の
差
等
を
表
示
す
れ
ば
失
の
如
く
で
あ
る
。

津
浪
の
高
さ
の
表

(

尺

〉

る
」
'
と
の
事
で
あ
る
。

，
次
に
著
者
は
此
の
沈
降
の
傾
向
を
一
不
す
に
先
だ
ち
て
此
の
牛
島
に
関
し

地
質
製
上
の
訟
を
聞
く
と
と
L
す
る
。
印
ち
東
北
日
本
外
帯
山
脈
の
北
宇

を
・
な
せ
る
北
上
山
脈
は
南
は
牡
鹿
牛
島
に
終
る
が
、
元
来
此
の
山
脈
は
南
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事
に
な
る
。
資
際
之
は
勿
論
誤
差
の
範
園
で
あ
る
。
故
に
今
同
の
津
浪
は

前
同
の
も
の
左
平
均
に
於
い
て
全
く
同
じ
高
さ
で
あ
る
、
(
但
し
治
手
燃
の

沿
岸
で
は
今
回
の
津
浪
の
高
さ
は
明
治
二
十
九
年
の
も
の
に
比
較
す
れ
ば

甚
だ
小
さ
く
約
三
分
の
一
の
高
さ
で
あ
る
主
い
ふ
)
。

然
る
に
資
地
踏
査
の
際
、
著
者
は
各
所
に
於
い
て
、
今
同
の
津
浪
が
前

向
の
も
の
に
比
し
て
高
き
と
・
と
を
聞
い
た
、
之
は
共
の
土
地
に
永
住
す
る

老
人
が
自
家
の
床
上
幾
尺
か
浸
水
し
た
高
さ
の
差
を
以
っ
て
説
明
す
る
も
，

の
で
相
営
信
用
が
置
け
る
も
の
で
あ
る
左
忠
ふ
。
前
表
の
「
家
屋
の
浸
水

の
差
」
・
と
あ
る
は
此
の
聴
取
し
た
値
で
あ
る
、
此
の
平
均
は
「
+
一
・
九

尺
」
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
は
今
同
の
浸
水
の
高
き
と
左
を
一
示
す
。

次
に
土
地
の
沈
降
を
考
察
す
に
、
例
へ
ば
荻
演
で
は
今
回
の
津
浪
は
前

同
に
比
し
て
一
尺
低
い
、
然
る
に
家
屋
浸
水
か
ら
見
れ
ば
二
尺
高
い
、
故

に
土
地
の
沈
降
は
三
尺
ξ
い
ふ
事
に
た
る
。
前
表
の
「
土
地
の
沈
降
」
の
欄

は
斯
く
の
如
く
し
て
得
た
値
で
あ
っ
て
、
負
一
披
は
沈
降
を
示
す
。

結
尾
、

J

以
上
の
材
料
で
は
土
地
の
沈
降
を
確
設
す
る
語
に
は
行
か
な
い

然
れ
ど
も
著
者
の
津
浪
の
高
さ
の
測
定
値
左
明
治
二
十
九
年
の
際
、
伊
木

常
誠
氏
の
測
定
し
た
る
も
の
左
大
穂
同
一
な
る
に
、
家
屋
の
浸
水
が
今
岡

の
方
が
高
い
ー
と
い
ふ
事
を
各
所
で
聞
い
た
、
而
し
て
今
同
の
方
が
低
い
'
と

い
ふ
箇
所
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
然
れ
ば
此
の
結
果
は
少
な
く
'
と
も
牡
鹿

千
六

半
島
の
沈
降
設
を
支
持
す
る
一
資
料
と
な
る
で
る
ら
う
o-

倫
石
川
氏
の
踏
盗
報
告
中
勺
陸
地
沈
降
現
象
」
ゐ
欄
に
弐
の
事
が
掲
げ

て
あ
る
「
宮
城
燃
本
吉
郡
大
島
村
西
海
岸
は
，
次
第
に
沈
降
し

1

此
の
海
岸

の
村
道
は
現
今
迄
八
十
年
間
に
既
に
三
同
陸
地
の
方
に
改
修
し
て
ゐ
る
、

而
し
て
以
前
の
道
路
は
沈
降
の
た
め
交
通
不
能
ー
と
な
り
、
現
在
の
道
路
左

の
高
さ
の
差
は
約
二
米
で
あ
る
。

倫
此
の
問
題
の
解
決
は
今
後
の
精
密
な
る
測
量
の
結
果
に
依
ら
ね
ば
な

ら
な
い
事
は
勿
論
で
あ
る
。




